
 

6  

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
提
出 

質

問

第

六
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
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川
内
原
子
力
発
電
所
に
か
か
わ
る
安
全
審
査
に
関
す
る
質
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主
意
書 

昭
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十
二
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十
二
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議 
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長 
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殿 

 

提 
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者 
 

村 

山 
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一 

 

一 

 



 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
原
子
炉
安
全
審
査
会
の
審
査
に
基
づ
い
て
原
子
力
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
川
内
原
子
力

発
電
所
の
設
置
を
認
可
し
た
が
、
安
全
審
査
会
が
判
断
し
た
内
容
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
の
で
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
質
問
す
る
。 

一 

敷
地
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
基
盤
岩
類
に
つ
い
て 

 
審
査
会
は
、
原
子
炉
建
家
が
置
か
れ
る
場
所
の
基
礎
岩
盤
を
阿
久
根
・
川
内
古
生
層
に
属
す
る
も
の
と
し
た

の
は
、
各
種
の
文
献
（
特
に
橋
本
勇
、
速
水
格
、
野
田
直
秀
「
鹿
児
島
県
久
見
崎
の
古
生
層
・
中
生
層
」
―
九
大

教
養
部
地
学
研
究
報
告
第
一
七
号
、
一
九
七
二
年
三
月
）
に
示
さ
れ
た
見
解
及
び
現
地
調
査
の
結
果
を
総
合
的

に
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
橋
本
ら
の
研
究
及
び
現
地
調
査
の
結
果
に
よ
る 

 

と
、
久
見
崎
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
化
石
及
び
変
化
程
度
な
ど
か
ら
み
て
、
本
敷
地
付
近
の
基
礎
岩
盤
は
確
実
に 

川
内
原
子
力
発
電
所
に
か
か
わ
る
安
全
審
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

5 

久
見
崎
層
産
の
化
石
の
一
種
で
あ
る
プ
テ
ロ
ト
リ
ゴ
ニ
ア
・
ホ
ッ
カ
イ
ド
ア
ナ
（P

terotrigonia, 

hokkaidoana

）
は
、
橋
本
ら
に
よ
つ
て
四
万
十
層
群
の
堂
が
奈
路
層
か
ら
産
す
る
標
本
に
よ
く
似
た
形
態

を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
久
見
崎
層
が
四
万
十
層
群
の
一
部 

4 

橋
本
ら
に
よ
つ
て
久
見
崎
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
白
亜
紀
の
化
石
か
ら
、
同
層
は
確
実
に
秩
父
帯
に
属
す

る
も
の
と
い
う
こ
と
が
な
ぜ
い
え
る
の
か
。 

3 

「
化
石
お
よ
び
変
化
程
度
な
ど
か
ら
み
て
…
…
」
と
あ
る
が
、
「
変
化
程
度
」
と
は
な
ん
の
こ
と
か
。 

2 

あ
る
地
層
が
「
秩
父
帯
」
及
び
「
四
万
十
帯
」
の
い
ず
れ
に
属
す
る
か
は
、
化
石
で
決
め
ら
れ
る
も
の
か
。 

1 

「
秩
父
帯
」
の
定
義
を
問
う
。
ま
た
、
こ
こ
に
い
う
「
帯
」
と
は
い
か
な
る
概
念
の
地
質
学
的
用
語
か
。 

秩
父
帯
に
属
し
、
ま
た
、
同
帯
を
構
成
す
る
地
層
の
う
ち
橋
本
ら
に
よ
つ
て
古
生
層
と
認
め
ら
れ
て
い
る
部
分

は
、
阿
久
根
市
及
び
月
屋
山
に
み
ら
れ
る
古
生
層
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
と
い
つ
て
い
る
。 

「
帯
」
の
区
別
は
化
石
で
決
め
ら
れ
る
と
い
う
説
を
と
る
学
者
は
だ
れ
か
。 

四 

 



 

7 

二
十
万
分
の
一
鹿
児
島
県
地
質
図(

新
版)

を
作
成
し
た
鹿
児
島
県
地
学
調
査
研
究
会
の
一
員
で
あ
る
露
木

利
貞
鹿
大
教
授
は
、
一
九
七
四
年
三
月
に
鹿
児
島
県
企
画
部
開
発
課
か
ら
発
行
さ
れ
た
土
地
分
類
基
本
調
査 

6 
「
阿
久
根
・
川
内
古
生
層
」
と
い
う
地
層
名
は
、
鹿
児
島
県
地
学
調
査
研
究
会
が
編
集
し
た
二
十
万
分
の
一

鹿
児
島
県
地
質
図(

新
版)

で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
川
内
川
南
岸
の
「
阿
久
根
・
川
内

古
生
層
」
の
大
部
分
は
橋
本
勇
ら
の
久
見
崎
累
層
に
属
し
、
同
累
層
の
年
代
は
、
化
石
か
ら
古
白
亜
紀
（
宮
古

世
）
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
橋
本
ら
が
古
生
層
と
み
な
し
た
も
の
は
、
川
内
川

南
岸
に
は
極
め
て
狭
い
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
川
内
川
南
岸
の
「
阿
久
根
・

川
内
古
生
層
」
の
大
部
分
は
中
生
層
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
現
在
、
こ
の
地
層
名
を
原
義
の
ま
ま

使
用
す
る
こ
と
は
不
適
当
と
な
つ
た
が
、
審
査
会
は
、
こ
の
地
層
名
に
い
か
な
る
定
義
を
与
え
た
う
え
で
使

用
し
て
い
る
の
か
。 

で
あ
る
こ
と
の
証
拠
と
な
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。 

五 

 



 

8 

九
電
が
昭
和
四
十
九
年
三
月
二
十
四
日
に
川
内
市
漁
協
に
示
し
た
原
子
力
発
電
所
建
設
計
画
の
資
料
中
の

「
川
内
原
子
力
地
点
地
盤
説
明
資
料
」
に
よ
れ
ば
、
「
敷
地
を
構
成
す
る
地
層
は
主
と
し
て
秩
父
中
生
層
（
約
一

億
年
前
）
に
属
す
る
と
見
ら
れ
る
堆
積
岩
、
安
山
岩
お
よ
び
一
部
凝
灰
岩
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
堆
積
岩
は 

 

久
見
崎
層
と
呼
ば
れ
、
礫
岩
、
砂
岩
、
頁
岩
か
ら
な
り
…
…
」
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
い
う
「
久
見
崎

層
」
が
審
査
会
の
い
う
「
久
見
崎
層
」
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
九
電
は
昭
和
四
十
九
年
三
月
段
階
で 

の
「
西
方
」
及
び
「
羽
島
」
で
、
工
業
技
術
院
地
質
調
査
所
発
行
の
五
万
分
の
一
地
質
図
幅
「
西
方
」
及
び
「
羽
島
」

に
示
さ
れ
た
見
解
に
従
い
、
敷
地
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
基
礎
岩
盤
を
中
生
代
の
四
万
十
層
群
に
属
さ
せ
た
。 

従
つ
て
露
木
教
授
は
、
「
阿
久
根
・
川
内
古
生
層
」
と
い
う
地
層
名
を
自
ら
廃
棄
し
、
二
十
万
分
の
一
の 

 

鹿
児
島
県
地
質
図(
新
版)

に
示
し
た
見
解
を
撤
回
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
原
命
名
者
が
自
ら
廃
棄
し
た
「
阿

久
根
・
川
内
古
生
層
」
と
い
う
地
層
名
を
審
査
会
が
わ
ざ
わ
ざ
復
活
さ
せ
、
使
用
し
た
の
は
、
い
か
な
る
理

由
に
よ
る
も
の
か
。 

六 

 



 

11 

工
業
技
術
院
地
質
調
査
所
は
、
従
来
、
久
見
崎
地
区
の
四
万
十
層
群
と
し
て
取
扱
つ
て
き
た
も
の
を
、
そ

の
後
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
秩
父
帯
に
属
す
る
地
層
と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
し
た
と
い
う
が
、
こ
の
点

に
関
連
し
て
次
の
諸
問
に
対
す
る
回
答
を
伺
い
た
い
。 

10 

橋
本
ら
は
、
「
久
見
崎
の
古
生
層
は
、
阿
久
根
―
牛
の
浜
―
月
屋
山
に
分
布
す
る
地
層
よ
り
も
構
造
的
に

は
も
つ
と
西
側
の
地
層
を
代
表
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
の
に
、
審
査
会
が
久
見
崎
の
古
生

層
を
「
阿
久
根
市
及
び
月
屋
山
に
見
ら
れ
る
古
生
層
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
も
の
」
と
判
断
し
た
の
は
、
い
か
な
る

理
由
に
よ
る
も
の
か
。 

9 

審
査
会
が
「
久
見
崎
層
」
と
呼
ぶ
も
の
は
、
橋
本
ら
の
「
久
見
崎
累
層
」
と
同
一
物
と
理
解
し
て
誤
り
な
い

か
。 

は
、
原
子
炉
建
家
が
置
か
れ
る
場
所
の
基
礎
岩
盤
を
中
生
層
と
考
え
、
古
生
層
と
は
考
え
て
い
な
か
つ
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
審
査
会
は
、
い
か
に
は
握
し
、
理
解
し
て
い
る
の
か
。 七 

 



 

ｃ 

地
質
調
査
所
が
見
解
を
変
更
し
た
理
由
は
な
に
か
。
変
更
に
当
た
つ
て
は
、
西
方
図
幅
の
作
成
者
で
あ

る
神
戸
信
和
、
大
沢
穠
両
技
官
及
び
羽
島
図
幅
の
作
成
者
で
あ
る
太
田
良
平
技
官
と
十
分
な
討
議
を
行
つ

た
か
。 

ａ 

「
そ
の
後
の
調
査
結
果
」
と
は
、
い
つ
、
だ
れ
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
調
査
の
結
果
か
。 

ｄ 

昭
和
五
十
一
年
六
月
十
日
の
衆
議
院
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会
で
、
私
の
質
問
に
答
え
て
小
林

勇
地
質
調
査
所
長
は
、
川
内
川
を
は
さ
ん
で
南
岸
の
久
見
崎
地
区
に
は
四
万
十
層
群
、
北
岸
の
月
屋
山
地

区
に
は
秩
父
古
生
層
が
分
布
す
る
と
い
う
従
来
の
見
解
を
変
更
す
る
理
由
は
な
い
と
言
明
し
た
が
、
小
林

所
長
の
発
言
は
現
在
は
撤
回
し
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
か
。 

ｂ 
地
質
調
査
所
が
発
行
し
た
二
枚
の
五
万
分
の
一
地
質
図
幅(

西
方
及
び
羽
島)

に
示
さ
れ
て
い
る
見
解
を

変
更
す
る
か
ら
に
は
、
新
し
い
見
解
に
基
づ
く
地
質
図
が
当
然
作
成
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
事
実

は
ど
う
か
。 

八 

 



 

15 

も
し
、
一
軸
圧
縮
強
度
及
び
単
位
体
積
重
量
の
測
定
値
が
出
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て 

14 

審
査
会
は
「
な
お
基
盤
の
強
度
に
つ
い
て
は
、
単
に
岩
盤
区
分
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
岩
石
物
性
の
試
験

に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
実
際
の
物
性
値
を
も
と
に
解
析
を
行
つ
て
判
断
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
つ
て
い

る
が
、
い
か
な
る
試
験
を
実
施
し
た
か
。 

13 

ま
た
、
原
子
炉
建
家
の
基
礎
岩
盤
の
岩
盤
等
級
は
、
大
部
分
が
Ｃ
―
Ｄ
級
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
が

安
定
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
い
か
な
る
基
準
に
よ
る
も
の
か
。 

12 
同
一
業
者
が
行
つ
た
同
一
地
点
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
調
査
の
結
果
を
み
て
も
、
原
子
炉
建
家
の
基
礎
岩

盤
に
は
同
じ
礫
岩
の
な
か
に
も
コ
ア
長
の
か
な
り
長
い
部
分
と
、
か
な
り
短
い
部
分
と
が
存
在
し
て
い
る
の

で
、
こ
う
し
た
長
短
の
差
は
施
工
業
者
の
技
術
の
差
に
よ
つ
て
生
じ
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
や
は
り
岩
質
の

硬
軟
の
差
に
よ
つ
て
生
じ
た
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
原
子
炉
建
家
の
基

礎
岩
盤
は
安
定
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
。 

九 

 



 

二 

敷
地
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
断
層
に
つ
い
て 

(一 ) 

新
第
三
紀
火
山
岩
類
を
切
る
断
層
に
つ
い
て 

2 

五
万
分
の
一
地
質
図
幅
羽
島
に
も
、
四
万
十
層
群(

中
生
代)

と
天
狗
鼻
角
閃
石
安
山
岩(

新
第
三
紀)

と 

の
境
界
を
画
し
て
、
断
層
が
存
在
す
る
よ
う
に
図
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
審
査
会
は
、
当
該 

1 

審
査
会
は
南
九
州
地
方
に
分
布
す
る
新
第
三
紀(

な
い
し
第
四
紀)

火
山
岩
類
は
断
層
で
切
ら
れ
て
い
な

い
と
い
つ
て
い
る
が
、
橋
本
ら
は
「
本
地
域
周
辺
の
こ
れ
ら
火
山
性
岩
類
中
に
は
新
期
生
成
の
断
層
が
若

干
認
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
審
査
会
の
見
解
は
こ
れ
と
食
い
違
つ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て

審
査
会
は
ど
う
考
え
る
か
。 

測
定
値
の
バ
ラ
ツ
キ
の
状
態
を
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
で
示
せ
。
バ
ラ
ツ
キ
の
状
態
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
原
子
炉

建
家
の
基
礎
岩
盤
は
安
定
し
て
い
る
と
い
い
得
る
の
で
あ
れ
ば
、「
安
定
し
て
い
る
岩
盤
」
の
基
準
は
ど
う
な

つ
て
い
る
の
か
。 

一
〇 

 



 

(二 ) 

古
生
層
と
久
見
崎
層
と
を
境
す
る
断
層
に
つ
い
て 

1 

審
査
会
は
、
阿
久
根
・
川
内
古
生
層
と
久
見
崎
層
と
は
断
層
で
境
さ
れ
る
も
の
と
判
断
し
、
こ
の
断
層

は
「
五
万
分
の
一
羽
島
図
幅
羽
島
に
記
載
の
あ
る
断
層
と
同
定
し
た
」
と
い
つ
て
い
る
が
、
橋
本
ら
に
よ
る 

3 
串
木
野
市
の
串
木
野
鉱
山
な
ど
で
、
新
第
三
紀
の
串
木
野
輝
石
安
山
岩
の
裂

罅か

を
充
塡
し
て
い
る
金
銀

鉱
脈
が
多
く
の
断
層
で
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
従
つ
て
串
木
野
輝
石
安
山
岩
の
噴
出
後
に
断
層
運
動
が
起

こ
つ
た
こ
と
は
、
す
で
に
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
だ
と
考
え
る
が
、
こ
の
事
実
を
審
査
会
は
認
め

る
の
か
、
認
め
な
い
の
か
。 

断
層
の
存
在
を
否
定
す
る
よ
う
な
証
拠
を
み
つ
け
た
の
か
。 

も
し
、
認
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
南
九
州
地
方
に
は
新
第
三
紀
の
火
山
岩
類
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
断
層

が
か
な
り
顕
著
に
発
達
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
審
査
会
の
見
解
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
現
在
、
審
査
会
は
ど
う
考
え
る
か
。 

一
一 

 



 

3 

五
万
分
の
一
地
質
図
幅
羽
島
に
記
載
の
あ
る
断
層
は
、
四
万
十
層
群
の
粘
板
岩
層
（
南
西
側
）
と
砂
岩
、

礫
質
砂
岩
及
び
礫
岩
層
（
北
東
側
）
と
を
境
す
る
断
層
と
し
て
図
示
さ
れ
、
そ
の
南
方
延
長
部
で
は
四
万

十
層
群
の
粘
板
岩
層
（
南
西
側
）
と
新
第
三
紀
の
天
狗
鼻
角
閃
石
安
山
岩
（
北
東
側
）
と
を
境
す
る
断
層
と
し

て
図
示
さ
れ
て
い
る
が
、
審
査
会
は
、
こ
の
断
層
の
西
側
の
地
層
を
古
生
層
と
み
な
し
て
い
る
た
め
、
こ 

2 

審
査
会
が
、
阿
久
根
・
川
内
古
生
層
と
久
見
崎
層
と
を
境
す
る
も
の
と
し
た
断
層
の
位
置
を
五
万
分
の

一
地
質
図
上
で
示
せ
る
か
。 

と
、
古
生
層
と
久
見
崎
層
と
を
境
す
る
断
層
は
北
東
―
南
西
方
向
に
走
つ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
五
万
分

の
一
地
質
図
幅
羽
島
に
記
載
の
あ
る
断
層
は
北
西
―
南
東
方
向
に
走
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
は

互
い
に
走
向
が
異
な
つ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
審
査
会
が
両
者
を
互
い
に
同
定
さ
れ
る
も

の
と
し
た
根
拠
は
な
に
か
。 

ま
た
、
こ
の
断
層
の
推
定
落
差
は
い
く
ら
で
あ
る
か
、
地
質
断
面
図
で
示
せ
。 

一
二 

 



 

(三 ) 

川
内
川
沿
い
の
推
定
断
層
に
つ
い
て 

1 

橋
本
勇
ら
は
、
「
久
見
崎
地
域
と
月
屋
山
の
間
に
は
著
し
い
転
位
量
を
も
つ
た
断
層
の
存
在
が
予
察
さ

れ
る
」
と
し
て
川
内
川
沿
い
の
断
層
の
存
在
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
審
査
会
は
、
右
の
よ
う
な
見
解
を
ど 

す
な
わ
ち
、
審
査
会
の
い
う
古
生
層
と
久
見
崎
層
と
を
境
す
る
断
層
は
、
約
三
億
年
前
の
地
層
と
約
一

億
年
前
の
地
層
と
を
境
す
る
断
層
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
構
造
地
質
学
的
意
義
を
軽
視
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
断
層
の
存
在
が
原
子
炉
建
家
付
近
に
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
審
査
会
は
特
別
の
検
討
を
行
つ
た
の
か
。
も
し
行
つ
た
と
す
れ
ば
い
か
な
る
事
項
に
つ
い
て

検
討
し
た
の
か
。
ま
た
、
こ
の
断
層
の
存
在
が
原
子
炉
の
安
全
性
を
お
び
や
か
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
と
判
断
し
た
根
拠
は
な
に
か
。 

の
断
層
の
構
造
地
質
学
的
意
義
は
、
五
万
分
の
一
の
地
質
図
幅
羽
島
の
作
成
者(

太
田
良
平)

が
考
え
て
い

た
も
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
も
の
と
な
る
。 

一
三 

 



 

(四 ) 

仏
像
線
に
つ
い
て 

1 

審
査
会
は
、
敷
地
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
基
礎
岩
盤
は
四
万
十
帯
に
は
属
さ
ず
、
秩
父
帯
に
属
す
る 

と
の
断
定
の
も
と
に
、
仏
像
線
は
敷
地
の
東
方
に
位
置
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
は
敷
地
の
西
方
と
甑
島
と

の
間
の
海
底
に
位
置
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た
生
越
忠
和
光
大
学
教
授
の
見
解
を
全
面
的
に
否
定
し 

3 

川
内
川
南
岸
で
は
、
新
第
三
紀
の
火
山
岩
類
が
断
層
運
動
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
審

査
会
は
、
こ
の
断
層
は
火
山
活
動
に
伴
つ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
い
つ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
断
層
の
生
成
運
動
は
、
川
内
川
沿
い
の
断
層
の
活
動
に
伴
つ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
い
う
可
能
性
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。 

2 
審
査
会
は
、
川
内
川
沿
い
の
推
定
断
層
の
問
題
に
関
連
し
て
「
川
内
川
両
側
の
地
層
の
年
代
に
相
違
が

み
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
両
側
の
地
層
と
は
具
体
的
に
な
に
を
さ
し
て
い
る
の
か
。 

う
評
価
し
た
の
か
。 

一
四 

 



 

 

一
五 

て
い
る
が
、
審
査
会
は
敷
地
の
西
方
と
甑
島
と
の
間
の
海
底
に
は
秩
父
古
生
層
と
四
万
十
層
群
と
の
境
界

を
画
す
る
と
思
わ
れ
る
断
層
、
す
な
わ
ち
、
仏
像
線
と
思
わ
れ
る
断
層
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
す
証
拠

を
見
出
し
て
い
る
か
。 

2 

久
見
崎
層
が
四
万
十
層
群
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
も
絶
無
で
な
い
と
す
れ
ば
、
審
査
会
が
、
阿
久
根
・

川
内
古
生
層
と
久
見
崎
層
と
を
境
す
る
断
層
と
し
た
も
の
は
、
実
は
仏
像
線
の
南
端
部
の
一
部
で
あ
る
と

い
う
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
審
査
会
の
見
解
は
ど
う
か
。 

3 

敷
地
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
基
盤
岩
類
は
秩
父
帯
に
属
す
る
も
の
と
断
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
仏
像

線
は
敷
地
の
東
方
に
し
か
あ
り
得
な
い
と
す
る
審
査
会
の
見
解
の
有
力
な
根
拠
と
な
る
地
質
学
的
資
料
に

は
、
い
か
な
る
も
の
が
存
在
す
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


